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「新蘭学ノススメ」

江戸時代の鎖国当時、日本は「蘭学」としてオランダから西洋文化と技術

を学び取り入れた。閉塞感を抱える今の日本は、もう一度、400年前と同

様に「新蘭学」を学ぶべきではないか。現在のオランダは、農業、労働、教

育、経済等といった多分野で改革が成功し注目すべき成長を遂げている。

そして、何よりも国民は高い生活水準を享受している。

例えば、オランダの農業である。農業条件が不利なのに、農業貿易では

世界で最も黒字を計上している世界最強の農業国である。オランダ農業は、

高付加価値なものに特化し、「稼ぐ農業」を実践しており、世界最高水準の

生産性を誇る。バイオ技術を用いた品種改良から施設園芸、省エネ、ICT

などを活用して強い農業を実践しているのだ。しかし、これらは日本こそ

が得意とする分野である。オランダに学び、日本の農業を稼げる農業に変

革していくことが可能ではないだろうか。

次に、オランダの労働改革である。「オランダ病」といわれるくらいの深刻

な経済状態（産業低迷、失業率増大、財政赤字）から「オランダの奇跡」とい

われる復活を遂げた。1990年代に至るまで、正社員に手厚い保障がなさ

れ、正規と非正規の格差が広がり、失業率も上昇していた。そこで、労働

法の改正や制度改革を行うなどして、“オランダ・モデル”といわれる世界

初のパートタイム経済（ワーク・シェアリング）の国をつくり上げた。結果、

企業収益が改善し、失業率も下がったのである。

さらに、教育である。子ども一人ひとりの能力・希望によって、進路を

早い段階から意識させ、それに合った学校を選ぶことができる。しかも、

「やり直しのきくシステム」である。子どもの自主・自立を促す。オランダは

国として、親がどのように家庭と仕事を両立させるか、その選択肢を増や

すことで、子どもや家庭の幸福感を高めることに成功した。

オランダの成功事例を謙虚に学び、応用等する価値は大いにあると思

う。今の日本、「新蘭学」としてオランダから学ぶことを提唱したい。

【パキスタン・民族衣装の花柄】
白い花はジャスミン。民族衣装はシャルワール・
カミーズといいます。モヘンジョダロは仏教遺跡
ですが、文化はイスラム文化です。

今月の表紙：世界の文様シリーズ


